
















































































 
 
 
 
 
 

 

平 成 20 年 度  
 水 道 局 運 営 方 針 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
 
 

水道料金等のお問い合わせ お引っ越し ペットボトル・水缶配達 



 目    次  
 

 

ページ 

横浜の水源････････････････････････････････････････････････････ １ 

水道をご利用の皆さまへ････････････････････････････････････････ ２  

事業執行の基本目標 ･･･････････････････････････････････････ ２～４  

組織運営の考え方 ･････････････････････････････････････････････ ５ 

150 周年記念事業･････････････････････････････････････････････ ６ 

重点推進施策及び重点事業･取組 ･････････････････････････ ･７～３０ 

運営方針各課の取組姿勢 ････････････ ･･･････････････････３１～３５  

重点推進施策及び重点事業の取組体系 ･････････････････････････ ３６ 

 



 1

津久井分水池

下九沢分水池

各系統の取水ぜきと主な導水管路 

道志川系統 

相模湖系統 

馬入川系統 

企業団酒匂川系統 

企業団相模川系統 

 

横浜の水源 

※ 企業団とは 

横浜水道の基礎データ(平成 19 年度) 

 給水人口       ３,６３４,９６９人(平成 20 年 3 月 31 日現在)

 給水戸数       １,７２１,６５７戸(平成 20 年 3 月 31 日現在)

 年間給水量    ４３７,７３３,４００m3 

1 日平均給水量    １,１９５,９９３m3 

 管路総延長          ９,１４２km(導水管含む) 

      ＊管路総延長については平成 18 年度データ 

横浜工業用水道の基礎データ(平成 19 年度) 

1 日当たり給水能力        ３６２,０００m3 

1 日当たりの契約水量（年度末） ２６９,７００m3 

給水対象工場数（年度末） ６１工場 

 
 

  神奈川県内広域水道企業団は、神奈川県、横浜市、川崎市、横須賀市の 4 者で設立した水

道水の卸売り（用水供給事業）を行う団体です。企業団は、独自の浄水場で水道水をつくり、

横浜市など 4 者に供給しています。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

いつも、水道をご利用いただきありがとうございます。 

横浜市は来年開港１５０周年を迎えます。都市に不可欠なインフラとして、開港約 30 年

後に、日本で最初の近代水道として一歩を刻んだ横浜水道は、これからの５０年、１００年

後の将来を見据え、「快適な市民生活を支える安心の水道」を基本理念に、皆さまの毎日の生

活に不可欠な「水」をお届けする企業という立場を自覚し、財政基盤や技術力の強化を図る

ことにより、持続可能な事業運営を行ってまいります。 

常に企業感覚を持ち、品質や安全性を最優先とした水道水を安定して供給していくととも

に、より一層満足していただける水道サービスを、職員一丸となって提供していきます。 

 

横浜市水道事業管理者 
水道局長 齋 藤 義 孝 

水道をご利用の皆さまへ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

「快適な市民生活を支える安心の水道」～次世代に引き継ぐヨコハマのおいしい水～を基本

理念として、お客さまにさらに満足していただける水道サービスを職員が一丸となってお届

けし、持続可能な水道事業として、より強固な経営基盤を築いていきます。 

 

 
 

お客さまに安全でおいしい水を安定してお届けするため、引き続き水源の維持保全に努め、最先

端の浄水技術を導入して、トップレベルのおいしい水を提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
安全でおいしい水をお届けするために、マンション等の受水槽や給水装置（道路内の配水管から

蛇口までの引き込み管）の管理をお客さまとともに行ってまいります。 

事業執行の基本目標 

１ トップレベルの安全でおいしい水をつくります 

◆膜ろ過、高度浄水など最新の浄水技術の導入 
更新時期を迎える川井浄水場について、最先端の浄水技術である膜ろ過方式の導入を図りま

す。また、大学や他の水道事業体と連携して、かび臭など異臭味対策の調査研究を進めます。

◆横浜独自の水質目標に基づく水質管理 
国際規格である ISO９００１の品質管理体制及び ISO／IEC１７０２５の水質検査体制を継

続し、国の水質基準よりもさらに厳しい横浜独自の水質目標の達成を目指します。 

２ 蛇口にいつでも新鮮な水をお届けします 

◆子供たちが水道水を飲む文化を育む事業  
  学校の屋内水飲み給水栓の直結化を教育委員会と安全管理局と共同で進め、未来を担

う子供たちが蛇口から冷たくおいしい水を飲める環境をつくります。 
◆受水槽や給水装置の管理に水道局が従来よりも積極的に関わります 

・受水槽を設置しない直結給水システムの普及拡大に努めます。 
・受水槽の巡回点検を行い、受水槽や給水装置の適正な管理の支援を行います。 
・各家庭への引込み管の一部に使用されている鉛製給水管を計画的に取り替えるととも

に、施工が簡易なパイプイン・エコ工法を導入し積極的に進めていきます。 
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市民生活のライフラインとして、災害時にも最低限の給水を確保するため、地震災害に強い水

道づくりを進めます。また、漏水破裂や水質劣化の原因となる老朽管の取替えなどを計画的に行

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
お客さまの視点に立って、業務改善運動などに取り組むとともに、情報提供の充実、市民との協

働を通じて、お客さまに満足していただけるサービスの提供に努めます。 

 

 

 

３ 災害に強い信頼のライフラインを築きます 

４ お客さま満足度の高い水道サービスを提供します 

災害に強く信頼のライフラインを築くために、取水・導水施設や浄水場・配水池の耐

震化や、配水池の整備、配水ポンプ場への非常用発電設備の設置などを進めます。 
  併せて、多量の水を必要とする災害医療拠点病院等は、災害時の給水を給水車でおこ

なうこととなっていますが、これらの医療機関に給水している配水管を耐震化し、災害

時も水道管からの給水を続けられるようにします。 

◆サービス展開の拡充 
・日々の水道工事情報を水道局ウェブサイト上で掲載します。 
・小学校での出前水道教室や自治会・町内会等との防災訓練の回数や内容を充実します。

・市民参加による災害用地下給水タンクや緊急給水栓を使った訓練を実施します。 
・区民祭りなどの地域イベントへの積極的な参加や１５０万本植樹行動などを、区役所と

ジョイントで実施するなど、地域の特性にあわせた事業を展開します。 
・お客さまから依頼された水質検査の診断結果を迅速に回答し、専門知識のある職員がお

客さま宅へ伺って詳しい説明をします。 
◆道志水源林ボランティア事業 
  水源地のひとつの山梨県道志村の民有林を「道志水源林ボランティアの会」と協働して

整備し、水源かん養機能の高い森林を維持します。また、ジュニアボランティア(高校生)
による活動を拡充し、水道事業や環境保全活動の重要性の認識と理解を深めてもらうとと

もに、各種ボランティア活動への動機付けを図ります。 

老朽化した鋳鉄管などで、赤水や漏水・破裂の恐れのある老朽管８２１キロメートル

を１２年度から２２年度までに更新します。１９年度までに７２パーセント、５９１キ

ロメートルを取替えが完了していますが、計画的な老朽管の取替えで漏水・破裂件数は

減少傾向にあり、さらなる解消を図ります。 
◆水道施設の耐震化の促進 

◆老朽管更新促進事業 
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◆環境にやさしい水道システム 
クリーンエネルギーを活用するために、浄水場の既存施設に太陽光パネルを設置し

ます。川井浄水場では、相模湖系導水管の高低差を利用した小水力発電の導入に向け

た設計を進めます。また、ポンプを使わない自然流下系の浄水場を優先的に利用でき

るよう配水幹線等の整備を行います。 
◆１５０万本植樹行動 
  横浜市では、開港１５０周年にあたる平成２１年度までに１５０万本の植樹達成を

目指しています。水道局では、平成２０年度に約２８,０００本、３年間で約９万本

の植樹をします。 

 
 

さらなる経営改革を推進し、地方公営企業として、より効率的な事業運営に努めるとともに、新

たな収入源の開発を行い、自主・自立的な経営を確立していきます。また、職員の意識改革を進め

るとともに、企業の財産である人材の育成のため、研修プログラムを拡充し、技術継承を推進して

いきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

環境に配慮した新しい技術の導入やエネルギー消費量の削減に取り組み、取水から蛇口まで環境

への負荷が少ない経済効率のよい、水道システムの構築を目指します。 
さらに、横浜市脱温暖化行動指針（CO-DO３０）に基づき、ＣＯ2 排出削減に努めます。 

５ 創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮します 

６ 環境にやさしい水道システムを構築します 

◆継続的な経営改革と簡素で効率的な執行体制の構築  
料金整理業務の民間委託など、経営効率化の推進により、職員定数削減を図ります。

また、ＰＦＩ等の活用や、水質分析業務の受託とともに、｢はまっ子どうし｣の販売

拡大など、積極的な事業展開を行います。 
施設整備に係る費用は、企業債(借金)への依存を減らし、経営効率化による利益を

生み出し、健全な財務体質への強化を図ります。また、「老朽管改良（耐震化）計画報

告書」を受け、財政基盤の強化を図ってまいります。さらに、水道局が所有するあら

ゆる資産を最大限活用し、新たな収入源の開発・拡充に取り組みます。 
◆人材の育成と技術の継承 
  西谷管路研修施設を再整備し、人材開発センターとともに運用することにより、企

業内転職者などの育成や技術継承を効果的に進めます。 
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 組織運営の考え方 

お客さまの声の共有化 

お客さまサービスセンターや局内各部署に寄せられたお客さまの声を全職員に発信し、情報を共

有化し、事業に活用していきます。 
 また、お客さまの声へ迅速・的確な対応１００％を目指します。 
お客さまの声を反映させた事業展開の推進 

 お客さまの声を集積共有化するとともに、定期的にお客さま満足度調査（ＣＳ調査）を引き続き

実施し、その結果を業務の見直しに反映します。 

お客さまへの積極的なＰＲ 

出前水道教室・市民との協働による応急給水訓練・「道志水源林ボランティアの会」・水道記念

館・水道局菊名ウォータープラザ水まわりの相談コーナーの展開・水のマイスターとの連携などを

通じて、お客さまとのコミュニケーションを活発にします。

２ お客さまに信頼される誠実な運営 

コンプライアンス 

１９年度に策定した「横浜市職員行動基準」に従い、市民の皆さまから信頼していただけるよう、

誠実・公正に行動します。 

また、「水道局コンプライアンス推進委員会」で、制度が正しく機能し活用されているか、点検・

評価を継続的に実施し、コンプライアンス推進を図ります。 

事務処理ミス防止 

業務マニュアルにおいて、事務処理の基本である「現物主義」「記録主義」「確認主義」「相互検証・

けん制主義」「個人責任主義」の５原則を業務の中に具体化するとともに、ダブルチェックを徹底す

るなど、これまで取り組んできた取組のさらなる徹底を図り、職員一丸となってミスゼロを目指しま

す。 
運営方針や情報の共有化 

職員間の対話を進めて、風通しのよい組織とし、情報や水道局運営方針を組織的に共有することに

より、局一丸となって「お客さま満足経営」を進めていきます。 

３ 効率的な事業運営の推進 

１ お客さまニーズを第一とする運営 

経営改革を進めていくのに必要な日常業務に対する改善意欲を、職員一人ひとりが備

えられるように、局一丸となって業務改善推進運動に取り組み、さらに充実強化すると

ともに、職員の業務改善提案を積極的に事業に生かしていきます。 

経営改革の推進 

水道事業の使命は、市民の基本的なライフラインであり、持続可能な事業として存続

し続けなければならず、また、お客さまからいただく水道料金で運営する独立採算企業

であるということを、職員全員が共通認識し、この実現のために、経営改革をさらに推

進して、効率的な事業運営を行っていきます。 
業務改善 
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横浜開港 150 周年への取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

水道局では、横浜開港１５０周年にむけて次のような事業に取り組みます。 
 
（１）１５０万本植樹行動 

浄水場や配水池など局が所有する施設の敷地内等にお客さまや

区と協働するなどして、平成１９年度から３年間で約９万本を植

樹します。 
平成１９年度は約３４,０００本の植樹を行いました。     

平成２０年度は約２８,０００本を植樹し、平成２１      

年度は約３万本を予定しています。 
 
 
 
 
（２）ペットボトル水「はまっ子どうし」期間限定スペシャルボトル 
    平成１９年からペットボトル水「はまっ子どうし」を開港１５０周年記念

バージョンボトルで販売しています。 
平成２０年度は５月に横浜で開催されるアフリカ開発 

会議（TICAD Ⅳ）を記念して「はまっ子どうし FOR 
アフリカ」キャンペーンボトルを限定５０万本販売し 
ます。このボトルの売上の一部はＷＦＰ（国連世界食糧 
計画）や JICA（独立行政法人 国際協力機構）を通じて 
アフリカの学校給食などの支援に寄付します 

 
 
 
（３）アフリカ開発会議（TICAD Ⅳ）開催を契機として研修生を受入 

第４回アフリカ開発会議を契機に、日本の近代水道創設の地横浜が、これま

で、昭和４０年代から積極的に行ってきた国際協力のノウハウを活用し、ＪＩ

ＣＡの技術協力として、アフリカ諸国から３年間にわたって研修生を受け入れ、

水道技術・経営について研修を実施します。 
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重点推進施策及び重点事業・取組 

 

（ ）内の事業量は 3月末時点 

目標は原則として  12 月末時点 
 
 
 
 
 

トップレベルの安全でおいしい水を作ります 

 
現状と課題 

 

 

 

 

 

 

横浜市は大都市の中では比較的良好な水源を有しており、引き続き水源の維持保全に努めていき

ます。 

また、浄水場の更新時期を迎えますが、その更新にあたり、最先端の浄水技術の導入を図るとと

もに、国際規格に基づく水道水質管理を行い、我が国でもトップレベルの安全でおいしい水の提供

を目指します。 

 
所管課 浄水課 

事業名 道志村生活排水処理事業への助成 
事業概算見込額 ４,７１２万円 

事業内容 

道志川水源の水質保全を図るため、13 年度から道志村の合併処理浄化槽設置事業（設

置予定基数：687 基）に助成してきましたが、横浜市の要請に基づき、道志村では 18 年

度から年間設置基数を増加させ、整備期間を 24 年度までに終了するよう短縮するととも

に、窒素などの除去に優れた高度処理型合併浄化槽に切り替えました。引き続きこの事業

に助成し、水源保全の強化を図ります。 

目標 

道志川水源の水質保全が図られている。 

５０基〔累計 ３９８基 進捗率 ５８％〕 

（７０基）〔累計 ４１８基 進捗率 ６１％〕 

現状値 

Ｈ１９年度末 

累計 ３４８基 

／６８７基  

進捗率 ５１％ 

 
 

所管課 浄水課 
事業名 

相模湖及び津久井湖の水質保全対策等

の促進 事業概算見込額 5 億３,５00 万円 

事業内容 

富栄養化が進む相模湖及び津久井湖の水質を保全するため、神奈川県及び関係利水者と

協力して、水源地域の流域下水道整備事業に対する助成や湖岸への植物浄化施設の設置を

行い、水質保全対策を促進します。 

また、相模湖の湖底にたまった土砂を除去することにより、貯水容量の回復と上流域の

災害防止等を図ります。事業計画終了時（H.31 末）の堆砂率は 25.5％を目指します。 

目標 
水源水質の保全や貯水容量の回復が図られている。

（土砂除去量 250,000m3） 

現状値 

Ｈ１９年度末 

29.2% 

(H19 年末) 
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所管課 計画課・川井浄水場 

事業名 川井浄水場更新調査等 
事業概算見込額 ３,２８0 万円 

事業内容 

川井浄水場は、老朽化が進み耐震性にも問題があるため、全面的に更新する予定

です。更新にあたっては、最先端の浄水技術である膜ろ過方式導入を検討していま

す。 

２０年度内のPFI事業締結に向け、１９年度に引き続きアドバイザリー委託契約を

行います。 

目標 

・実施方針の策定

・特定事業の選定

・要求水準書（案）

川井浄水場再整備事業 
現状値 

入札公告、PFI 事業者募集・選定、事業契約

の締結 
Ｈ1９年度末 

完了

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

所管課 浄水課 
事業名 おいしい水を作るための調査研究

事業概算見込額 １,３３２万円 

事業内容 

お客さまへおいしい水を供給するため、大学や他の水道事業体と連携して、かび臭等

異臭味対策の調査研究を進めます。 

・ 微粉炭を用いた新たな浄水処理の研究  

・ 高速凝集沈殿池における活性炭の注入方法の検討  

・ かび臭発生生物の画像認識による自動計測技術の開発  

・ 相模湖におけるかび臭発生対策調査  

目標 

かび臭等異臭味対策の研究が推進し、新た

な浄水処理方法の実用化に向けた方向性が

示されている。 

現状値 

Ｈ１９年度末 

西谷・川井浄水場での

実験報告書作成 

原水 

膜ろ過水 

膜ろ過水 

原水 

膜ろ過水 
膜ろ過水 

濃縮水 

中空糸膜 

◇膜ろ過とは？ 
膜ろ過とは目に見えないくらい小さな穴が無数にある薄い膜で水道の原水の中にある

汚れや細菌などを取り除く方法です。 

◇PFI とは？ 
 公共事業を実施するための手法の一つで、民間の資金と経営能力・技術力（ノウハウ）

を活用し、公共施設等の設計・建設・改修・更新や維持管理・運営を行う公共事業の手法

です。 
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所管課 給水課・北部工事課 
事業名 

塩素注入量低減などによるカルキ臭

の解消・自動水質測定装置の設置 事業概算見込額 １億 9,５３３万円 

事業内容 

ご家庭の給水栓での残留塩素濃度を連続監視するため、16 年度から自動水質測定装置

を設置しています。 

自動水質測定装置の設置達成率１００％（８２台）を目指します。 

目標 
〔累計 ８２台 ※／８２台 

進捗率 １００％〕 

現状値 

Ｈ１９年度末 

累計４８台／８２台 

進捗率 ５９％ 

※繰越分１７台含む。 

 
 

所管課 浄水課 
事業名 

横浜独自の水質目標に基づく水質管理

・ＩＳＯ９００１の認証更新 

・ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５の認定更新
事業概算見込額 ２８４万円 

事業内容 

国際規格であるＩＳＯ９００１の品質管理及びＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５の水質検査体

制を継続し、国の水質基準よりもさらに厳しい横浜独自の水質目標の達成を目指します。

目標 

PDCA サ イ ク ル の 推 進 に よ り 、

ISO9001・ISO/IEC17025 が継続され、

安全でおいしい水を供給している。 

現状値 

Ｈ１９年度末 

ISO9001 認証更新・

ISO/IEC17025 認定拡

大 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇ＩＳＯ９００１  

品質マネジメントシステムの国際規格。責任と権限を明確にし、マニュアル化された手順

に基づいて業務を行っていることを第三者機関の認定により保証されるものです。 

◇ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５  

試験機関の能力に関する国際規格。 

第三者機関の認定により検査技術が国際的に高い水準にあることを証明するものです。 

ISO／IEC１７０２５認定について 

水中の微小な生物を観察するための光学顕微鏡 

１６年度は無機物（金属類）、１８年度は微生

物（一般細菌、大腸菌）の検査、サンプリング

について認定を取得し、１９年度から有機物の

検査について認定を拡大しました。 

お客さまに水道水質についてより一層の安心

と信頼を提供します。 

9 



 
 
 
 
 
 
 

所管課 給水課・給水維持課 
事業名 鉛管改良促進事業の推進 

事業概算見込額 10 億 7,700 万円

事業内容 
道路内に布設されている各戸引込みの鉛製給水管について、平成 14 年度から８か年で

より安全で良質な水の供給や漏水破裂の防止等を図るため、計画的に改良します。 

目標 
1 万 3,300 か所 

〔累計 ６万６,０００か所〕 

現状値 

Ｈ１９年度末 

累計 

5３,300 か所 

 
 

所管課 給水課・給水維持課 
事業名 宅地内鉛管改良の推進 

事業概算見込額 1 億 600 万円 

事業内容 

① 宅地内鉛管改良助成 

より安全で良質な水の供給のため、宅地内の鉛製給水管を取り替える工事に対し、平

成 16 年度から工事費の 2 分の１（上限５万円）を助成し、鉛製給水管の解消を目指し

ます。 

② パイプイン・エコ工法 

メーター据替時に、宅地内水道メーターの接続部から鉛製給水管の中にポリブテン管

（延長 50ｃｍ）を挿入して内側を被覆し、鉛の溶出を防ぐ廉価で簡易的な工法を新たに

平成 19 年度から推進しています。引き続き無料で水道局が施工する事業を推進します。

目標 

推進        累計 

 ① 2,000 か所   〔①  ６,５00 か所〕

② ９,000 か所

累計 

①  4,５00 か所

② 10,600 か所 

現状値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  〔② 1９,６00 か所〕 Ｈ１９年度末 
計 1１,000 か所  〔計  2６,１00 か所〕   計 1５,１00 か所

お客さまの所有である受水槽や給水装置（道路内の配水管から蛇口までの引き込み管）

については、お客さまが維持管理を行うこととなっていますが、水質不安を解消し、蛇口

でいつでも安全な水道水をご利用いただくためには、適切な維持管理が必要となります。

現状と課題 

蛇口にいつでも新鮮な水をお届けします 
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 ●水道局が進める宅地内鉛管改良に、平成 19 年度からパイプイン・エコ工法を導入しています。

 ●この工法は、水道局が行うメーター交換の際に実施し、お客さまの負担はありません。 

 ●宅地内のメーター前後に使われている鉛製給水管を改良する場合は、この工法をお勧めします。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宅地内鉛管改良

道 路 宅 地

給 水 管 

メーター 

配水管 

鉛製給水管 

鉛製給水管

水道局の費用で改良する範囲 お客さまの費用で改良する範囲 

給水装置(お客さま所有)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鉛製給水管

1.0ｍ以内

（片側50㎝程度まで）

パイプイン・エコ工法

は、この部分に合成樹

脂管を挿入して、内面

被覆します。 

また、高台など一部の水圧の低いところで、実施できないことがあります。 

※ただし、メーター前後には極端に曲がって配管された鉛製給水管もあり、この場合挿入できないこともあります。 

パイプイン・エコ工法は、全国で初めて横浜市が開発（特許出願中）したもので、水道メーターの

接続部から鉛製給水管の中に合成樹脂のポリブテン製の管を挿入して内側を被覆し、水道水中へ

の鉛の溶出を防ぐ簡易的な工法で、掘削をしないで施工が可能です。 

◇パイプイン・エコ工法とは？ 
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所管課 給水課 
事業名 

直結給水拡大事業 

（４階直結給水） 事業概算見込額 ５00 万円 

事業内容 

受水槽における衛生問題の解消を図るため、直結給水を進めています。直結給水には、

配水管の圧力を利用した直圧給水方式とお客さまがポンプを設置する増圧給水方式があ

ります。 

市内全域で３階建て建物に直圧で給水できるよう管網整備を進めた結果、市街化調整

区域等の地域を除いた市域の 99％以上で 3 階直結給水が可能となっています。19 年度

には、直結給水の実証実験を行っており、20 年度は節水シャワーやタンクレストイレを

使用した場合における、既存建物での実態調査を行います。調査の結果を踏まえて、21

年度から本格運用に入ります。 

目標 集合住宅等での使用実態調査実施 
現状値 

Ｈ１９年度末 

4 階直結給水実施に

あたっての基準案を

作成  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

高置水槽

ポ ン プ

直結給水 

高置水槽 

受水槽式給水 

<直結給水> 

増圧ポンプ 
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所管課 給水課 
事業名 

子供たちが水道水を飲む文化を育む

事業（小・中学校等の屋内水飲み場直

結給水促進事業） 
事業概算見込額 ３億１,８00 万円 

事業内容 

教育委員会と安全管理局と共同で、小･中学校等の屋内の水飲み給水栓を受水槽方式か

ら水道管からの直結給水方式に改修します。冷たくておいしい水が飲める環境をつくる

ことで、水道水の信頼を高め、未来を担う子供たちが、蛇口から直接水道水を飲む文化

を育みます。また、震災時には受水槽が破損する可能性があることから、水飲み場の直

結給水化は災害時にも大きな役割を果たすことが期待されます。 

目標 ３６校 〔累計９８校〕 
現状値 

Ｈ１９年度末 
累計 ６２校※ 

※平成 16 年度以前に教育委員会が実施した 7 校含む 

 
 
 
 
 
 
 
 

所管課 
地域サービスセンター 

・サービス推進課 事業名 
水道局による貯水槽水道（受水槽）の

巡回点検 
事業概算見込額 1９３万円 

事業内容 

お客さまが安全で衛生的な水道水を利用できるよう、18 年度から市内のすべての貯水

槽水道（約 21,000 か所）を対象に、受水槽と蛇口での水質検査、適正な貯水量等の点

検を５年間で行い、適切な管理について指導・助言するとともに、直結給水方式につい

ての必要な情報を提供し、受水槽方式からの切替を促進します。 

目標 5,000 か所 〔累計 10,000 か所〕 
現状値 

Ｈ１９年度末 

累計 

5,０00 か所 

 
 

所管課 給水課・給水維持課 
事業名 

道路内の老朽給水管の積極的な 

取替え 事業概算見込額 4 億 2,500 万円 

事業内容 

道路内に布設されている給水管（給水装置）の維持管理は使用者及び所有者が行うこ

ととされています。しかし、お客さまが維持管理することは困難なため、水道局が行う

漏水修理や配水管の更新時に合わせて、管理が容易で耐震性及び施工性に優れたステン

レス鋼管に改良していきます。 

目標 

累計 

18,600か所
9,700 か所 現状値 

〔累計 28,300 か所〕 Ｈ１９年度末 
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給水装置の所有権のお話 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

道 路 宅 地 

給 水 管 

メーター 

配水管 

（水道局所有） 

給水装置(お客さま所有) 

 

水道局では浄水場でつくった水道水を、お客さまにお届けするため

に配水管を布設しています。その配水管から分かれたパイプ（給水管）

や、パイプに直接つながっている蛇口などを「給水装置」と呼びます。

  
給水装置とは・・・ 

 
「給水装置」はお客さまの所有物であり、財産です。したがって、給水装

置の管理は、配水管から取り出した部分（分岐）から蛇口まで、お客さまが

行うこととなっています。水道水を安全にお使いいただくため、蛇口や便器、

湯沸し器などの設備を正しく使用していただくとともに、給水装置全体の適

切な維持管理をしていただくよう、よろしくお願いいたします。 

給水装置はお客さまの財産です。 
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所管課 計画課・建設課 

事業名 取水・導水施設の耐震補強 
事業概算見込額 1７億 4,３３６万円 

事業内容 

災害に強く信頼のライフラインを築くために、停電時にも安定して導水ができる自然

流下系の取水・導水施設の耐震化を図っていきます。 

相模湖系・道志川系導水管路の耐震化率 97％を目指します。（22 年度末までに 100％

達成） 

目標 

①水場から減圧水槽口径 1,500mm 導水管布設工事（道志川系） 

シールド工事約 3,300ｍ完了

配管工事 約 600m、（約 1,000m）

②鶴ヶ峰駅から西谷浄水場口径 1,100mm 補強工事（相模湖系） 

シールド工事 

①2,500m 完了 
現状値 

Ｈ1９年度末 
② － 

内挿管 約 50m、（約 480m）

 

所管課 計画課・建設課・浄水課 
事業名 浄水場及び配水池の耐震化 

事業概算見込額 ４億９,３１２万円 

事業内容 

浄水場の構造物や配水池には、築造後 40 年以上が経過している施設が多いため、耐

震診断を実施し、適切な補強により耐震化を進め、災害に強い信頼のライフラインを築

きます。 

目標 

西谷２号配水池 

１池完成。 

①西谷２号配水池耐震補強 ２池目施工中、（完了） 
現状値 

②西谷３号配水池耐震補強 1 槽目施工中、（1 槽目施工

中） 
Ｈ1９年度末 

１池施工中 

 

所管課 計画課・建設課 
事業名 配水池の整備 

事業概算見込額 ７,４２０万円 

事業内容 

浄水処理した水を貯留し、需要の変動に柔軟に対応する配水池は地震災害時の応急給

水拠点でもあることから、今後も整備を進め、災害に強い信頼のライフラインを築きま

す。配水池の整備は、汐見台配水槽の築造を始めます。 

目標 
汐見台配水槽築造 準備工（既設構造物撤去中） 現状値 

Ｈ1９年度末 

小雀６号配水池築造

完了 

汐見台配水槽 

基本設計完了 

〔累計 ２池／７池〕

〔累計 ２池 ／ ７池〕 

災害用地下給水タンクや緊急給水栓などを設置し、居住地から概ね５００ｍ圏内に、応急

給水拠点の整備が完了しています。 

地震災害時にも最低限の給水を確保するために、施設の耐震化や応急給水拠点の整備な

ど、災害に強い水道づくりを進めることが求められています。 

現状と課題 

災害に強い信頼のライフラインを築きます 
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所管課 設備課 

事業名 
停電時における水道水供給体制の強

化 
事業概算見込額 2 億１,２00 万円 

事業内容 

大規模停電などの緊急時に備え、21 年度までに７か所の配水ポンプ場に非常用発電設

備を設置します。既に整備されている浄水場に加えて、他の系統からのバックアップに

長時間要する配水ポンプ場や、ポンプが停止した場合に減断水の影響が大きい配水ポン

プ場などに整備していきます。20 年度末の整備率は約 70％になります。 

目標 

停電時における水道水の供給体制が強化されている。 

（保木配水ポンプ場、鶴ヶ峰配水ポンプ場設置完了） 

累計 ５か所／７か所 

現状値 

Ｈ１９年度末 

３か所設置

完了 

累計３か所

／７か所 

 

所管課 計画課・設備課 
事業名 浄水施設の再構築 

事業概算見込額 ７億２,５００万円 

事業内容 
安定した浄水処理を行うため、浄水施設の改良・更新等を行います。 

目標 

①小雀沈殿池原水分配管改良  

施工中、（４池完了）

②小雀浄水場次亜塩素注入設備改良 

現状値 

機器製作中、（機器製作完了）

 

Ｈ1９年度末
計画的に更新中 

所管課 計画課・設備課・浄水場 
事業名 電機・計装設備等の計画的更新 

事業概算見込額 １６億 2,180 万円

事業内容 
安定給水を継続するために必須となる、ポンプや計装設備などを、計画的に更新しま

す。  

目標 

①西谷浄水場計装設備改良 

施工中、（施工中）

②平楽ポンプ場設備改良  

機器製作中、（機器製作完了）

③菅田ポンプ場設備改良 

機器製作中、（機器製作完了）

④川井配水ポンプ場設備改良 

現状値 金沢ポンプ設備新設完了 

Ｈ19 年度末

機器製作中、（機器製作完了）

鶴ヶ峰ポンプ場設備改良完了 
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所管課 計画課・建設課 

事業名 送水機能の強化 
事業概算見込額 30 億 456 万円 

事業内容 

各浄水場と配水池を結ぶ送水管の整備を進め、水源事故や停電などによる浄水場の停

止などの緊急時におけるバックアップ体制を強化し、一層の安定給水を図ります。 

大環状線及び主要送水管の整備において当初全体計画延長に対して進捗率 92％達成

を目指します。 

目標 

新杉田共同溝 管製作約 1000m、配管約 600m 

（管製作約 2000m、配管約 1900m）

鶴ヶ峰幹線口径 1,000mm 送水管新設 

シールド約 500m、推進約 160m

 （シールド約 700m、推進完了）

都岡幹線（川井から都岡）口径 38 インチ送水管更新 

現状値 

Ｈ19 年度末 
継続整備中

推進、内挿、開削 約 600m、（約 690m）

 
 
 
 
 

所管課 計画課・建設課・工事課 
事業名 配水幹線等の整備 

事業概算見込額 34 億 7,163 万円

事業内容 

水圧の均等化、漏水破裂事故時に断水区域や断水時間を少なくするためのバックアッ

プ管の整備など配水幹線等の整備を行い、安定給水の確保を行います。 

主要な配水管の整備において当初全体計画延長に対して進捗率８２％達成を目指しま

す。 

目標 

川上高区線口径 500mm 配水管新設 

（名称変更:中尾高区線口径 500mm 配水管新設） 

約 200m、（約 460m）

奈良高区からたちばな台高区線口径 400mm 配水管新設

約 350m、（約 820m 全線完了）

野庭線から磯子高区線口径 600mm 配水管新設 

約 470m（約 540m、発進立坑築造中）

鶴ヶ峰高区線口径 600mm 配水管新設 

推進約 300m、（施工完了）

影取線口径 700mm 配水管新設 

現状値 

Ｈ19 年度末 
継続整備中

約 200m、（約 230m）

◇大環状線とは、市の湾岸部を中心として進めている共同溝内の送配水管と既設送水管の連絡に

よる管路のネットワーク化のことです。 
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所管課 給水課・工事課 
事業名 大口径管腐食性土壌対策事業 

事業概算見込額 ７億 1,145 万円 

事業内容 

腐食性土壌の中に埋設された配水管は、耐用年数の経過前に漏水・破裂が発生する恐れ

があります。特に口径 400 ㎜以上の大口径水道管が漏水等した場合、広範囲で断水とな

り市民生活に多大な影響を及ぼす恐れがあることから、優先的に更新します。土壌腐食性

の高い地域に埋設されている配水幹線を 18 年度から 10 か年で更新していきます。 

目標 
3 ㎞ 

〔累計 ６．８ｋｍ ／３４km 進捗率１９％〕

現状値 

Ｈ１9 年度末 

累計〔３．８㎞ 

／３４ｋｍ  

進捗率 １１％〕

 

腐食により穴が開いた部分 

所管課 給水課・工事課・給水維持課 
事業名 老朽管更新促進事業 

事業概算見込額 139 億 532 万円 

事業内容 
老朽化した鋳鉄管などは、赤水や漏水・破裂の恐れがあり、市民生活に支障が出るこ

とから、821 ㎞を 12 年度から 22 年度までに更新します。 

目標 

85km 

累計６７６km／８２１km  

進捗率 ８２％ 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

５９１㎞／８２１km

進捗率 ７２％ 
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所管課 給水課・工事課・給水維持課
事業名 救急告示医療機関等管路整備事業 

事業概算見込額 1 億 8,498 万円 

事業内容 

医療機関等では、災害時に断水が発生した場合は水道局が保有する給水車で応急給水

を行うこととなっていますが、重要度の高い災害医療拠点病院及び救急告示医療機関で

は多量の水を必要としており、給水車による運搬給水量では十分ではないことから、１

８年度から１０か年の計画でこれらの医療機関に給水している配水管を耐震化し、災害

時でも配水管から給水を継続できるよう整備を進めます。 

目標 

８か所 ※ 

〔累計２３か所／６４か所  
現状値 

Ｈ１9 年度末 

1５か所／６４か所

進捗率 ２３％ 
進捗率 ３６％〕 

※繰越分１か所を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管課 工業用水課 
事業名 工業用水道施設の整備 

事業概算見込額 8 億 5,900 万円 

事業内容 
工業用水道施設は建設から 50 年近くが経過し、多くの施設が老朽化していることか

ら、計画的な更新整備を行います。 

宝町口径 1,100 ㎜配水管布設替工事 (約 140ｍ) 

飯島町口径 1,200 ㎜配水管布設替工事(約 130ｍ) 

秋葉町口径 200 ㎜配水管布設替工事 (約 330ｍ) 

小雀沈殿池等耐震補強工事    (21 年度完成) 

目標 現状値 

Ｈ１9 年度末 
継続整備中 

（指標） 

 

 

19 



 

水道施設更新の必要性～水道工事にご理解を
 
 
 
 
 
 
 

「中期経営計画」の経営上の主な課題のひとつに、「老朽化した水道施設の更新」を

掲げています。 

 
 
 
 
 
 

横浜市の浄水場など基幹的施設の中には、明治・大正期に設置されているものもあり、

老朽化による耐震性能の低下などから、抜本的な更新・改築の時期を迎えています。 

また、水道管は約 9,000 キロメートルにも及び、そのうち昭和 40 年代以降の水需要

の拡大期に大量に整備したものが順次更新時期を迎えようとしていることに加えて、地震

災害に備え、耐震性の向上も必要となっています。 
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これらの施設の更新につきましては、莫大な資金が必要ですが、水道料金収入が近年

減少を続けており、厳しい財政状況が続いています。 

このため、経営の効率化により一層取り組み、内部で利益を生み出し、この財源を浄

水施設の再整備、老朽管の取り替え、施設の耐震化等に充てることにより、将来にわた

って、安全でおいしい水を安定的にお客さまにお届けしてまいります。 

 
 
 
 
 
 
 

20 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

所管課 総務課 
事業名 水道工事情報の配信 

事業概算見込額 100 万円 

事業内容 

水道局ウェブサイトについて市内在住のお客さまへのアンケートを行ったところ、水

道工事情報を掲載してほしいとの回答が多く寄せられました。そこで、２０年度中に水

道局ウェブサイトへ日々の水道工事情報を掲載し、お客さまに水道工事の情報を適切に

提供します。 

目標 
水道局ウェブサイトに日々の水道工事情報を掲載する

ことにより、お客さまに情報が提供されている。 

 
 
 
 
 

 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

実 施 方 法 を

検討 

所管課 水質課 
事業名 水質診断サービスの充実 

事業概算見込額 ― 

事業内容 

お客さまから依頼された水質検査の診断結果について、すみやかに回答するとともに、

必要な場合には専門的な水質知識を持った職員が直接お客さま宅へ伺って詳しい説明を

行い、水道水質に対する疑問や不安にお答えします。 

目標 
従来、2 週間程度かかっていた水質診断の回答を１週

間程度に短縮し、サービスの向上を図られている。 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

結果通知 

（約１４ 

営業日） 

所管課 浄水課 
事業名 事故対応の迅速化 

事業概算見込額 ４６９万円 

事業内容 

現在、浄水場や給水維持課等では、水道施設の総合監視等を行っている水運用システ

ムにより、市内の水道水の動きをリアルタイムで把握し、お客さまへ水をお届けしてい

ます。20 年度からは、ポンプ場等で事故が発生した際に、「お客さまサービスセンター」

や「地域サービスセンター」等でも、断水状況等を把握し、お客さまからの問い合わせ

に的確にお答えできるよう、システムの改良を行い、事故時の初期対応の迅速化や確実

化を図ります。 

目標 

事故初期対応の迅速化が図られている。 
現状値 

Ｈ１９年度末 

水運用システ

ムの更新 
「お客さまサービスセンター」、「地域サービスセンタ

ー」、「南・北工事課」へのシステム端末 12 台増設 

現状と課題 

お客さまの声を反映して、お客さまサービスセンターでの電話受付に一元化し、365

日・24 時間、いつでもお受けするサービスを行っています。 

高度化・多様化するお客さまニーズに対応するためには、お客さまの声を的確に把

握し、お客さまが必要としているサービスを迅速に提供する必要があります。 

お客さま満足度の高い水道サービスを提供します 
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所管課 経営企画課 
事業名 職場内の情報共有、職場の目標の共有 

事業概算見込額 － 

事業内容 
 職員間の対話を進めて、風通しの良い組織とし、運営方針を職員全員で共有する

ことにより、局一丸となって「お客さま満足経営」を進めていきます。 

目標 
職場の目標の共有１００％を目指しま

す。 

現状値 

（平成 19 年度） 
２９.６％ 

 
 
 

所管課 
地域サービスセンター 

・サービス推進課 事業名 
地域サービスセンターによる身近な

サービス提供 
事業概算見込額 2,031 万円 

事業内容 

これまでも行ってきた小学校での出前水道教室や自治会・町内会等との防災訓練につ

いて、回数・内容等を充実させて実施します。 

また、区民祭りなど地域イベントへの参加のほか、横浜開港150周年記念植樹を区役

所との合同で実施するなど、地域の特性に合わせた事業を展開します。 

目標 

出前水道教室、水道週間などのイベントのアンケートで、

７０％以上の（理解できたなど）肯定的な意見を得てい

る。 

現状値 

Ｈ１９年度末 
推進 

 
 
 
 
 
 

所管課 浄水課・水源林管理所 

事業名 道志水源林ボランティア事業の推進 
事業概算見込額 1,405 万円 

事業内容 

人手不足などにより手入れの行き届かない水源地道志村の民有林を、市民ボランティ

アの自主的な組織「道志水源林ボランティアの会」や他のＮＰＯ等との協働で整備し、

水源かん養機能の高い森林に再生します。 

 さらに、19 年度から実施しているジュニアボランティア（高校生）による活動を拡充

し、水道事業や環境保全活動の重要性に対する理解と認識を深めます。 

目標 

NPO 等との協働により水源保全が図られ

ている。 

森林整備面積 5.8ｈａ 

累計 ３１ha 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

森林整備面積累計 

延べ 25.2ha 
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所管課 浄水課 
事業名 「水のふるさと道志の森基金」 

事業概算見込額 1,762 万円 

事業内容 

 市民の自主的な水源保全活動である道志水源林ボランティア活動を継続的に支援す

るとともに、ボランティア活動に参加できない市民にも資金協力という形で水源保全

活動に参加していただくため、18 年度に「水のふるさと道志の森基金」を設立しまし

た。 

 基金は、市民や企業の方々からの寄附や、「はまっ子どうし」の売上の一部などによ

り 20 年度までの３か年で 4,500 万円を積み立てます。 

 

目標 

水源保全活動のための基金が造成されて

いる。 

20 年度新規積立金 1,762 万円 

（うち、寄附金 100 万円、 

現状値 
積立金額累計３,０00 万円

Ｈ１9 年度末
はまっ子どうし 450 万円）

 

 
 
 
 
 
 
 

 

所管課 
販売推進担当 

地域サービスセンター 「はまっ子どうし」の販売拡大 事業名 

事業概算見込額 1 億 7,389 万円（収入）

事業内容 

開港 150 周年を迎えるにあたり、水のおいしい都市・横浜のオフィシャルウォーター

として、利用の促進、新たな販路の拡大、地域や企業・コンベンションなどにおける幅

広い利用と浸透に局を挙げて取り組みます。売上げの一部を「水のふるさと道志の森基

金」に充当し、市民ボランティアによる水源林整備事業を支援します。 

現状値 
目標 ２３０万本 

Ｈ１9 年度末 
19３.６万本 

 

水道局キャラクター 
はまピョン 

●280m　ボトル・・・・1本100円～

●500m　ボトル・・・・１本110円～
●2 ボトル・・・・・・ １本200円～

l
l

l
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所管課 総務課・地域サービスセンター
事業名 市民との協働による応急給水対策の強化

事業概算見込額 900 万円 

事業内容 

応急給水活動を市民と協働で行う体制を確立するため、地域住民参加による応急給水

訓練を引き続き実施するとともに、実施内容を市民が主体的に活動できるよう改善して

いきます。また、20 年度から 2 か年計画で、各地域サービスセンターに車載用給水タ

ンクを配備し、災害時や断水時の運搬給水に対応します。 

目標 

① 災害用地下給水タンクでの応急給水

訓練、配水池訓練及び緊急給水栓・給

水車訓練を実施(190 か所） 

①災害用地下給水タンク訓練

12０か所 

配水池訓練        ４か所  

緊急給水栓・給水車訓練等    

57 か所 
② 職員応急給水訓練の実施（操作可能な

職員比率、ほぼ 100％を維持） 
             計 1８１か所③ 災害時支援協力員の充実強化(330 名

体制） ②職員応急給水訓練 

操作可能な職員比率 

・ 災害用地下給水タンク 

         99.1％ 

・ 緊急給水栓 

④ 防災とボランティア週間、「水道フォ

ーラム」の実施(200 名規模） 現状値 

Ｈ１９年度末⑤ 車載用給水タンクの整備 

車載用給水タンク（９台）を整備し、災害

時や断水時の運搬給水に対応できるよう

にします。 

         99.5％ 

③災害時支援協力員登録 

                  323 人 

④防災とボランティア週間・

水道フォーラム  

                  195 人 

⑤車載用給水タンクの現状

調査実施。 

 
 
 
 
 
 

応急給水訓練 
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所管課 人事課・経営企画課 
事業名 経営効率化の推進 

事業概算見込額 8 億 9,537 万円 

事業内容 
検針業務の民間委託地域を拡大するとともに、これまで直営で行ってきた料金未納整

理業務についても民間に委託します。 

目標 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

・スリムで効率的な執行体制の推進 

・生み出した利益での施設整備の継続 
現状値 

Ｈ１9 年度末 

職員定数 

2,083 人 

（工業用水道

事業分含む）
職員定数 △115 人削減（うち工業用水道事業 △7 人）

所管課 情報システム課・人事課・経理課 
事業名 ＩＴ新時代に即した情報化の推進 

事業概算見込額 4 億 2,917 万円 

事業内容 

これまで整備してきた業務システムやネットワーク等を最大限に活用し、お客さまサ

ービスの向上や業務の効率化などを進めていきます。 

 20 年度は、21 年度からの庶務事務システム導入に向けて、行政運営調整局とシステ

ム改修のための調整を行います。また、18 年度から導入している物品・委託契約等の電

子入札を拡大し、入札参加者の利便性向上と事務の効率化を図ります。 

目標 庶務事務システムの導入準備、電子入札の拡大など 
現状値 

Ｈ１9 年度末 

新料金  

オンライン

システムの

本稼動開始

職員定数の目標 

長期ビジョン・１０か年プラン：約３分の１削減

中期経営計画：約２０％の４４０人削減 

現状と課題 

水道料金収入が伸び悩む一方で、老朽化した施設の更新等に大きな財政需要が見込まれるため、

スリムで効率的な経営を目指します。 

また、これまで水道事業を支えてきた団塊世代の職員が大量に退職することから、技術の継承

が課題となっています。 

創造と挑戦の活力ある企業精神を発揮します 
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所管課 人材開発課 
事業名 人材の育成と技術の継承 

事業概算見込額 7,234 万円 

事業内容 

少数精鋭の組織機構による効率的な事業運営の推進とお客さま満足度の向上を目指

し、より一層の意識改革・風土改革と能力開発を進めます。 

技術継承の推進や企業内転職者の育成を集中的に進めていくため、各種研修を強化す

るほか、企業内転職者育成プログラムを充実させます。 

あわせて、今年度に再整備を行う西谷浄水場内の管路研修施設のほか、人材開発セン

ター・水処理実験プラント等を一体的に活用することによって、技術・技能継承を推進

します。また、事務職員についても、業務知識と問題解決力の強化に向けた研修に力を

入れます。 

目標 

①高度な専門的知識・技術を有する職員

育成の推進 

②事務職員の業務知識と問題解決力の強化

③技術転職者育成プログラムの推進 

④事務転職者育成プログラムの導入 

⑤お客さま満足経営にむけた研修の推進 

⑥西谷管路研修施設の再整備 

現状値 

Ｈ１9 年度末

①②定型的かつ個別テー

マで研修を実施 

③新制度の導入 

④新制度の内容検討 

⑤お客さまサービスセン

ター実務研修等の実施 

⑥再整備の内容検討 

 
 

 

所管課 経理課 
事業名 企業債残高の縮減 

事業概算見込額 ― 

事業内容 企業債発行を償還金の範囲内に抑制することにより、残高の縮減を図ります。 

目標 （企業債残高 1,982 億円） 
現状値 

Ｈ１9 年度末 
1,986 億円 

 
所管課 資産活用担当 

事業名 
局資産の有効活用の推進 

（未利用地の売却等の推進） 事業概算見込額 
１億 1,040 万円（収入）

1,200 万円(支出) 

事業内容 

20 年度に、新たに事業開発担当専任部長を設置し、局が所管するあらゆる資産（土地、

建物、構築物、知的財産等）の有効活用を図ることにより、多角的な収入源の確保を目

指します。 

この事業を推進するため、19 年度に実施した各事業所の現況調査の結果を踏まえ、具

体的な活用計画を策定し、順次実施します。 

目標 
未利用地の売却（１億 1,040 万円） 

その他資産等の有効活用の推進 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

１７か所 5,750 ㎡を売却 

14 億 7,000 万円（収入）

（15 年度以降の累計） 
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所管課 水質課 

事業名 他事業体からの水質等分析業務の受託 
事業概算見込額 234 万円（収入）

事業内容 

 １９年度から他の水道事業体から水質等の分析業務を有料で受託しています。これに

より、収入の確保とともに、水質測定技術の継承や向上を図ります。20 年度は分析範囲

の拡充等により、さらなる増収を目指します。  

 

目標 

水質測定技術の向上とともに、収益の確保を達

成している。 

拡大（２３４万円分受託） 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

１２４万円（収入）

（１３件）受託 

 
 

所管課 人材開発課 
事業名 国際協力事業の推進 

事業概算見込額 ４３１万円 

事業内容 

専門家の派遣、研修生の受入等により相手国の技術・知識の向上に貢献するとともに、

協力事業を通じて職員の知識、指導力、判断力、語学力などの能力向上を図り、グロー

バルな視野を持った職員を養成します。また、第４回アフリカ開発会議（TICADⅣ）を

契機とした研修生受け入れを行うとともに、同会議において横浜の水道技術をアピール

します。 

目標 

①JICA ベトナム国中部

地区水道事業人材育成

プロジェクト等の実施 

①国際協力事業の推進とそれによる職員の

育成 
現状値 

②アフリカからの研修生受入と会期中の水

道技術紹介 
Ｈ１9 年度末

 

②アフリカ開発会議国際

交流講演会の実施 
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所管課 計画課・南部工事課 

事業名 
自然流下系の優先と 

ポンプ系施設の縮小 
事業概算見込額 ― 

事業内容 

電気エネルギー消費量を削減するため、自然流下系の水を最大限利用するための水道システ

ムの構築を目指します。 

配水量１ m3当りの電力消費量 0.33kWh/ m3を目指します。 

（22 年度は 0.33ｋＷｈ/ｍ３達成） 

目標 

 

影取線口径 700mm 
影取線口径 700mm 配水管新設 現状値 

Ｈ1９年度末 
配水管新設 

約 200m、（約 230m）
事業先送り

 

所管課 浄水課・設備課 
事業名 太陽光発電設備の整備 

事業概算見込額 ３億 9,４０8 万円 

既存の施設に太陽光パネルを据付け、発電した電力を浄水場の運転管理に使用します。

20 年度末には、約 890KW の太陽光発電設備が整備（整備率 70％）され、22 年度ま

でに 1,300KW の設備を整備します。 
事業内容 

目標 

再生可能エネルギーの導入促進が図られ、CO2 排出

量の削減に寄与している。 

・ 小雀２系沈殿池太陽光発電設備設置工事 

（２池完成）

・ 小雀１系ろ過池太陽光発電設備設置工事  

（１０池完成）

現状値 

Ｈ１9 年度末 

ろ過池：４０池

沈殿池： ２池

排水池： ６池

 

 

 

 

環境にやさしい水道システムを構築します 

水源林の保護育成など環境保全へ貢献する活動を行うとともに、省エネルギーやリサイクルな

ど環境負荷を削減するための取り組みも行っています。 

現状と課題 

水源地から蛇口まで水をお届けするためには、ポンプの利用などで多くの電気エネルギーを消

費し環境に負荷を与えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小雀浄水場２系沈でん池 

フロート式太陽光発電設備

28 

太陽電池搭載型遮光装置

小雀浄水場１系ろ過池 
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所管課 計画課・設備課・川井浄水場 
事業名 川井浄水場等小水力発電 

事業概算見込額 1 億 1,400 万円 

導水路の高低差による位置エネルギーを活用して、川井浄水場及び青山沈殿池に水車

を設置して水力発電を行います。 
事業内容 

20 年度は設計を完了し、川井は工事を開始します。 

（21 年度に 355kW（川井 300kW、青山 55kW）の発電開始） 

事業方式、発

電方式、発電

電力の利用方

法等の計画概

要決定(川井)

目標 

川井浄水場小水力発電設備 

  設計完了、土木工事施工中（発電機室完成）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山沈殿池小水力発電設備 

  設計中 （設計完了） 

現状値 

Ｈ１9 年度末 

 

 
 

 
 

 

    
  

相模原沈でん池 

発電機 
川井浄水場接合井 西谷浄水場 

鶴ヶ峰浄水場 へ 

標高差約 20m 

川井浄水場小水力発電イメージ図 

所管課 計画課 
事業名 新エネルギー採用の可能性調査 

事業概算見込額 600 万円 

事業内容 

太陽光発電や小水力発電のほか、水道事業で可能な新エネルギー事業について、大学

研究機関等と共同調査･研究を行います。この調査を行うことにより、水道事業としての

新たな地球温暖化防止策を探ります。 

２０年度は事業化に向けた共同調査・研究等を開始します。 

目標 大学研究機関等と共同調査・研究 １件 
現状値 

可能性調査報

告書を大学研

究機関から受

理 

Ｈ１9 年度末 
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所管課 経営企画課 
事業名 １５０万本植樹行動 

事業概算見込額 ３，５００万円 

事業内容 

１９年から開港１５０周年の２１年に向けて 3 年間で合計約 9 万本の植樹を行う予定

です。昨年度に引き続き、計画に基づいて積極的に他区局や市民の方々と連携して植樹

計画を進めていきます。 

目標 
植樹を通じて、二酸化炭素の削減に寄与している。

２万 8,000 本 累計 ６万 2,000 本 

現状値 
３万 4,000 本

Ｈ１9 年度末 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

川井浄水場での 

「ドウダンツツジ」

の植樹の様子

西谷浄水場での 

「ミツバツツジ」 

の植樹の様子 
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平成 20 年度運営方針 各課の取組姿勢 
私たちに 

お任せください！お任せください！

水道局の経営責任職とともに、水道局の各職場がどのような取組姿勢で 

平成 20 年度の事業を行うか、その意気込みをご紹介します。 

【総務部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（総務部長のコメント） 
水道事業は、市民生活や都市活動に欠くことのできない水道水を不断にお送りするとともに、

サービスの対価として水道料金をいただき、事業運営を行っています。 
 総務部は総務、人事、人材開発、経理などの間接部門から成り立っていますが、お客さま満足度

の高いサービス提供を目指して、事業運営の目標や方向を示すとともに、第一線職場の後方支援に

努めます。また、経営効率化、人材の育成、財政の健全性維持を進め、経営基盤の強化を図ります。

総務部長 川副 英二 
 

【技術継承等担当部長】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（技術継承等担当部長のコメント） 
 経験豊富なベテラン職員が大量退職時期を迎えます。 
 お客さまに、将来にわたって安全な水道水を安定してお届けするため、ベテラン職員が長年

培ってきた技術・技能を絶やすことなく継承し、災害時や事故時にも迅速な対応が図れるよう、

人材育成を行っていきます。 
技術継承等担当部長 加藤 茂

課名 取組姿勢 

総務課 

●法令等に基づき適正な事務処理を行うとともに、第一線の職員の後方

支援部隊として、連絡・調整や相談事などには、親切・丁寧な対応を

します。また、わかりやすい文書の発信・説明を行います。 

人事課 
●少数精鋭実現のために、職員の意欲に応えられる新たな人事給与制度

を活用し、職員の能力が発揮できる組織作りを行います。 

人材開発課 

●「水道局人材育成ビジョン」に掲げる『自ら考え行動する水道のプロ

フェッショナル』の育成を目標として、経営改革の継続的な推進と技術

力の向上に向け、人材育成を行っていきます。 

経理課 

●会計規程等に基づき、正確かつ適正な会計伝票審査、収入・支出事務

処理及び契約手続きを行います。また、積極的・効率的な資金運用に努

め、さらなる財政の健全化にチャレンジします。 

 

職員厚生会 

 

●職員が健康でいきいきと仕事に取り組めるよう福利厚生事業を実施

するとともに、職員の立場に立って親切でわかりやすい窓口・電話応対

を行います。 
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【事業開発担当政策専任部長】 

 

 

 

 

 

 

課名 取組姿勢 

資産活用担当 

●活用可能なすべての局資産について、資産活用に重点を置き、収益を

上げるとともに、その基礎となる資産管理業務について、効果的に、創

意工夫をこらして取り組みます。 

●コンプライアンスに基づき、問題は一人で悩まず、先送りせず、皆で

早期解決を図ります。 

販売推進担当 

●情報の共有を十分に図り、活発な討議を通じて、職員が自ら考えて行

動し、自由なアイデアが生かせる職場風土を醸成します。 

●局職員が一丸となって「はまっ子どうし」の販売拡大に取組めるよう、

市民ニーズをとらえた販売戦略を立てるとともに、局内での情報共有や

連携強化を図ります。 

 

【経営企画部】 

 

 

 

 

 

 

 

課名 取組姿勢 

経営企画課 

●お客さま満足の向上を経営の基本に据え、お客さまの声を経営に反映

させながらサービス向上を図ってまいります。 

●効率的な事業運営のための業務改善と組織風土の改革に取り組むと

ともに、お客さまにわかりやすい経営情報を提供してまいります。 

情報システム課 
●情報化の推進をとおして、お客さまサービスの向上及び業務の効率化

並びに情報セキュリティの強化等に取り組みます。 

（経営企画部長のコメント） 
私たちは、お客さまの声にお応えしながら、お客さまに分かりやすい経営情報の提供に努め、 
「いつでも、どこでも、お客さま満足を基本にする水道局」として、将来に向けて永続的に安定し

た施設・経営・サービスを目指し、様々な職場と力を合わせて、経営改革、組織風土改革を進めます。

経営企画部長 原田 陽一

（事業開発担当政策専任部長のコメント） 
様々な事業の中で収入源の多角化を検討するとともに、「はまっ子どうし」など、局を挙げて保有

する商品の販売を拡大し、土地・建物を含む貴重な保有資産の有効活用を図ることにより、水道事

業の持続的な経営基盤を強固なものにしてまいります。 
事業開発担当政策専任部長 中山 仁
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【お客さまサービス推進部】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課 名 取 組 姿 勢 

【地域サービスセンター取組姿勢】 

●お客さまにさらに満足いただけるサービスを提供できるよう、

お客さまの視点に立ち、職員一丸となって業務の質の向上、改善

に取り組みます。 

●水道事業へのご理解をいただけるよう、出前水道教室、防災訓練

等の充実など、地域に身近なサービスを企画・実施するとともに、

はまっ子どうしの販売などを通じて、お客さまとのコミュニケー

ションの機会を創り大切にしていきます。 

鶴見・神奈川地域サービスセンター 

西・保土ケ谷地域サービスセンター 

中 ・ 南   地域サービスセンター 

港 南 ・ 栄 地域サービスセンター 

旭 ・ 瀬 谷 地域サービスセンター 

磯 子 ・ 金 沢 地域サービスセンター 

港 北 ・ 都 筑 地域サービスセンター 

緑 ・ 青 葉 地域サービスセンター 
戸 塚 ・ 泉 地域サービスセンター ●いつでも気持ちよく水道をお使いいただけるよう、「笑顔で正確、

迅速、丁寧」な応対に努めます。 

サービス推進課 

●お客さまサービスセンターと地域サービスセンターとの連携を

強化して、お客さま満足度の向上に努めます。 

●水のマイスターとの連携強化を通じて、市民の間の対話促進に

努めます。 

料 金 課 

私たちは、お客さまの信頼に応え、お客さまが満足するよりよい

サービスを提供するため、 

●水道料金支払の利便性が向上するように努力します。 

●確実な料金計算と収納を実行し、地域サービスセンターをサポー

トします。  

●委託化を推進するとともに、委託事業者を確実にサポートします。

 以上を、「誰のために、何のために」を職場で議論しながら実行

します。 

（お客さまサービス推進部長のコメント） 
私たちは、水のプロとして、お客さまのご意見やご指摘を心から大切にし、また、お客さまがお知り

になりたいことには、何でもお応えできるように努めます。 
このことを通じて、おいしい横浜の水とあわせて、「あなたに任せてよかった」と思っていただける

サービスをお届けします。 
そこで、次の合い言葉のもと、部内全職員が一丸となって、仕事に取り組んでいきます。 
 
 
 
（お客さまサービス推進部サービスコンセプト） 

お客さまサービス推進部長 名取 正彦 

私たちは、水のプロとして、お客さまとの対話を大切にし、 

おいしい横浜の水と満足いただけるサービスを提供します。 
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【給水部】 

 

 

 

 

 

 

 

課    名 取 組 姿 勢 

給水課 

●工事事故ゼロ、繰越工事ゼロを目指します。 

●技術継承のため、初心者向けの技術研修の充実を図ります。（年 10 回程

度） 

●お客さまの声を事業に反映して、水道施設を改善し、「安全でおいしい水

を安定して供給する」ことによりお客さま満足度の向上を目指します。 

●毎月進捗会議を開催し、工期の短縮や適切な予算執行に努めて繰越工事ゼ

ロを目指します。 

●配水幹線の整備、老朽管更新の促進等を図り、災害に強い信頼できるライ

フラインを築きます。 

●工事の安全管理に、職員と工事事業者が一体となって取組み、工事事故ゼ

ロに努めます。 

北 部 工 事 課 

西部工事担当 

南 部 工 事 課 

中部工事担当 

●お客さまの視点に立って、事業を推進し、漏水や水道工事に関する お客

さまのご指摘を前年度に比べ 10％以上削減します。 

●老朽管の更新や鉛製給水管の改良を推進し、安全でおいしい水をお客

さまにお届けします。 

●漏水・破裂等事故が起きたときの初期対応を敏速にし、お客さまサー

ビスの向上に努めます。 

●工事の安全管理に、職員と工事事業者が一体となって取組み、工事

事故ゼロに努めます。 

北部給水維持課 

西部給水維持課 

南部給水維持課 

中部給水維持課 

●お客さまの視点に立って、事業を推進し、漏水や水道工事に関する

お客さまのご指摘を前年度に比べ 10％以上削減します。 

（給水部長のコメント） 
私たちは、お客さまのご意見やご指摘を事業に反映して、災害に強い、環境にやさしい水道の

ライフラインを築きます。さらに、「安全でおいしい水を安定的に供給すること」により、お客さ

まの安心と信頼の向上を目指します。 
給水部長 永 井 康 敏 
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【浄水部】 
 

 

 

 

 

課 名 取 組 姿 勢 

浄水課 
●水源保全対策の促進や新たな浄水処理方法の調査研究に取組むことに

より 、お客さまへ安全でおいしい水をお届けします。 

設備課 
●省エネルギーや新エネルギーの促進により、環境にやさしい水道シス

テムの構築を目ざして、環境都市横浜の魅力を高めます。 

西谷浄水場 

川井浄水場 

小雀浄水場 

●水道水の製造工場として、お客さまに安全でおいしい水を安定的に供

給するため、ＩＳＯ９００１の品質目標を確実に実行するとともに、

積極的に太陽光や水力などの自然エネルギーを活用し、環境にやさし

い浄水場を目指します。 

 

水質課 

●ＩSO/ＩEC17025 試験所体制を強化することで、水質検査技術の継

承や向上を図り、水道水質の信頼性の向上に努めます。また、水質

分析業務の受託を拡大します。 

 

水源林管理所 

●道志川の良質な原水を確保するため、水源かん養林を効率的に保

護育成します。また、民有林についても NPO 等と共に、水源

かん養機能の向上・再生に努めていきます。 

 

【施設部】 

 

 

 

 

 

課 名 取 組 姿 勢 

計画課 

●水道事業の将来を見据えた長期的視野を持って業務を遂行します。  

●川井浄水場再整備事業について、「横浜市ＰＦＩ等基本方針・ガイドライ

ン」に則った手続きを行い、平成 20 年度内の事業契約を目指します。 

●工事事故ゼロを目指します。 

●繰越工事ゼロを目指します。 

●総合評価落札方式を拡充し、工事の品質確保に努めます。 

建設課 

技術監理課 

工業用水課 
●安定給水の確保を図るため、適切な施設の更新に努めます。 

（施設部長のコメント） 

長期的な視野を持って、環境に配慮した持続可能な水道事業を目指し、確実な技術力に裏付

けられた安全・安心の水道施設を構築します。 

                 施設部長 林 秀樹

（浄水部長のコメント） 
ＮＰＯ、関連機関などと共に水道水源を守り、高度な品質管理（ＩＳＯ９００１）で、 

安全かつおいしい水道水を供給し、顧客満足を得て環境都市横浜の魅力を高めます。 

浄水部長 高橋 照章
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　［目標］ ［施策］ ［重点事業］

収入源の開発・拡充

）

）・ＩＳＯ/ＩＥＣ１７０２５認定更新

（ ・局資産の有効活用の推進
・他事業体からの水質等分析業務の受託

（ ・ＩＳＯ９００１の認証更新

貯水槽水道（受水槽）の巡回点検

鉛管改良の促進

（

水質診断サービスの充実

国際協力事業の推進

事故対応の迅速化

ＩＴ新時代に即した情報化の推進

企業債残高の縮減

人材の育成と技術の継承

市民との協働による応急給水対策の強化

地域サービスセンターによる身近なサービス提供

災害医療拠点病院などへの
管路の耐震化

水道工事情報の配信

継続的な経営改革と
簡素で効率的な執行体制
の構築

送水機能の強化

配水幹線等の整備

大口径管腐食性土壌対策事業

老朽管更新促進事業

職場内の情報共有、職場の目標の共有

工業用水道施設の整備 工業用水道施設の整備

経営効率化の推進

道志水源林ボランティア事業の推進

お客さま満足経営の推進

取水・導水施設の耐震補強

150万本植樹行動 150万本植樹行動

太陽光発電設備の整備

新エネルギー採用の可能性調査

自然流下系の優先とポンプ系施設の縮小

電機・計装設備等の計画的更新

川井浄水場等小水力発電

救急告示医療機関等管路整備事業

６　環境にやさしい
　　水道システムを
　　構築します

自然流下系の優先とポンプ系
施設の縮小

健全な財務体質の実現

太陽光発電など新エネルギー
の活用

５　創造と挑戦の活力ある
　　企業精神を発揮します

人材の育成と技術の継承

国際協力事業の推進

「はまっ子どうし」の販売

「水のふるさと道志の森基金」

「はまっ子どうし」の販売拡大

３　災害に強い信頼の
  ライフラインを築きます

浄水施設の再構築

送・配水管の計画的更新

４　お客さま満足度の高い
　　水道サービスを
　　提供します

市民・企業との協働事業の
推進

地域サービスセンターでの
サービス展開

浄水場及び配水池の耐震化

配水池の整備

浄水施設の再構築

停電時における水道水供給体制の強化

２　蛇口にいつでも新鮮な
　  水をお届けします

水道施設の耐震化の促進

道志村生活排水処理事業への助成

相模湖及び津久井湖の水質保全対策等の促進

１　トップレベルの
　　安全でおいしい水
　　を作ります

膜ろ過、高度浄水など最新の
浄水技術の導入

塩素注入量低減など
によるカルキ臭の解消

道路内の老朽給水管の積極的な取替え

水源かん養林の保護育成
など水源の保全

給水装置の管理などへの
積極的な関与

横浜独自の水質目標に
基づく水質管理

水道局による貯水槽水道
（受水槽）の巡回点検

横浜独自の水質目標に
基づく水質管理

（小・中学校等の屋内水飲み場直結給水促進事業）

鉛管改良促進事業の推進

貯水槽水道の直結切替の
促進

宅地内鉛管改良の推進

直結給水拡大事業（４階直結給水）

子供たちが水道水を飲む文化を育む事業

・宅地内鉛管改良助成
・ﾊﾟｲﾌﾟｲﾝ・ｴｺ工法 ）

川井浄水場更新調査等

おいしい水を作るための調査研究

自動水質測定装置の設置

 　平成20年度の重点推進施策及び重点事業の取組体系
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お客さまサービスセンター

☎045-847-6262
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